
ファインバブル事業への 
取り組み紹介 

第104回エコ塾 

2017年2月9日(木) 

@佐賀市エコプラザ 



土木建設機械製造販売 

水質浄化・環境関連機器の製造販売 

本  社：佐賀県唐津市 

工  場：本社工場、岸山工場（佐賀県唐津市） 

事業所：東京、埼玉、仙台、名古屋、大阪、福岡 

 鹿児島、ジャカルタ（インドネシア） 

◇業務内容 

株式会社ワイビーエム 

◇拠点 

㈱ワイビーエムサービス ・ ㈱ワイシステムサポート 

◇関連会社 

◇創業：1946年4月5日 
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ファインバブルとは 

・見えない泡・浮上しない泡 
 超微細化（ナノテク気泡）技術 
 特異的な性質を持つ 
 
・さまざまな分野で活用が期待されている 
 
・日本発の革新的技術 イノベーション 
 
・日本が主体となり国際標準化を進めている 
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ファインバブルの定義（ＩＳＯ） 

九州経済産業局資料より引用 
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ポンプ 

各種ガスをフォームジェット内で 
撹拌混合し、高効率でガスを溶解 

各種ガス 

原水 

高濃度処理水 

ファビー 

各種ガスをフォームジェット内で 
混合し、高濃度UFB水を生成 

各種
ガス 

原水 

UFB 
処理水 

ノズル 

加
圧 加

圧 

キャビテーションと 
コアンダ効果により 
強い渦流が発生 

フォームジェット 

YBM独自の高効率 
気液混合技術（特許登録） 

YBMのファインバブル発生システム 

ミキシング 
ポンプ 

フォーム
ジェット 

耐圧 
フォーム
ジェット 
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※小型試験機あります 
※UFB数は循環回数による 

YBMのファインバブル発生装置 

機種 フォームジェット ファビー 

目的 ガス溶解（UFB発生） UFB発生 

処理量 3～960m3/h 0.6～18m3/h 

UFB数 104個/mL 2.7×108/個 

UFB径 数百nm   平均100nm  

特徴 
 
 

低圧処理 
MB不発生 

加圧処理 
MB同時発生 

大流量処理 高効率反応処理 

目詰まりが少ない構造 
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フォームジェット外観 
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ウルトラファインバブル発生状況 
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レーザー 
ポインター 

ＵＦＢ水         原水(純水) 

ＵＦＢにレーザーが散乱して可視化 

ウルトラファインバブルの外観 
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ウルトラファインバブルの分布 

20回循環処理 
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ウルトラファインバブルのブラウン運動 
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ウルトラファインバブル化すると 

どんなメリットがあるのか？ 

1）ガスの反応効率が飛躍的に向上 
 

2）ガスの溶解効率が飛躍的に向上 
 

3）ガスの長期保持性が飛躍的に向上 
 

4）ガスの浸透性の向上 nano size 
 

5）水の改質・・－電荷・親水性など 
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応用化研究事例 

-ファインバブル産業界の動向- 

九州経済産業局資料より引用 



1）排水のアルカリ水pH中和処理 

2）食品加工時のpH処理 

3）土壌洗浄への利用   

4）油汚染土壌浄化での利用  

5）EOR油井オイル抽出   オイル増産 

6）生鮮食品での鮮度・色の保持 

7）鮮魚の仮死状態輸送 

8）藻類培養での光合成促進 

9）公衆浴場 健康風呂 炭酸泉 

その他 
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二酸化炭素 ＣＯ2+UFBの実用化 
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アルカリ性排水中和(二酸化炭素UFB水供給) 

NC-10Ⅱ  NETIS登録 
（新技術情報提供システム） 

効率良く炭酸ガスを溶解 
ガス量自動制御で使用量削減 

ラインミキサー方式との比較 
  原水pH：9.9 ⇒ 目標pH：8.0 
  処理流量：167L/min（約10m3/h） 
  処理時間：10分間 

土木分野事例（二酸化炭素UFB） 

g/min 



製造分野事例（酸素UFB） 

16 

生物処理槽 

流量調整槽 

沈殿槽 

原水 放流 

返送汚泥 
余剰汚泥 

FJ処理水 

P 

余剰汚泥削減 

酸素 
濃縮器 

生物処理槽への 
流入負荷低減 

(BOD・n-Hex低減) 

フォーム
ジェット 

濃縮酸素 

酸素UFB水 

濃縮酸素 

FJ処理水 

P 

余剰汚泥削減 

酸素 
濃縮器 

生物処理槽への 
流入負荷低減 

(BOD・n-Hex低減) 

フォーム
ジェット 

酸素UFB水 



製造分野事例（酸素UFB） 

17 （H26年度ファインバブル基盤技術研究開発事業） 



製造分野事例（酸素UFB） 
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（H26年度ファインバブル基盤技術研究開発事業） 



 流量調整槽 第 1曝気槽 第 2曝気槽 

UFB装置稼働 

2か月後 

（2月 12日） 

   

3か月後 

（3月 10日） 

   

4か月後 

（5月 7日） 

   

ファインバブル処理による油滴の大きさの経時的変化 
 

佐賀大学農学部清武里香様研究資料より引用 

ファインバブル処理 
により油滴が微細化 

油脂分解菌の菌相が変化 
油脂分解菌の増加 

油脂分解の促進 
油脂汚泥の減容化 

ファインバブル処理による油滴の大きさの経時的変化 

流量調整槽 第1曝気槽 第2曝気槽 

処理開始 
2か月後 

3か月後 

4か月後 

製造分野 事例（酸素UFB） 

（H26年度ファインバブル基盤技術研究開発事業） 19 



水産分野 事例（酸素・オゾンUFB） 

海苔加工概略フロー 

海苔鮮度保持装置 すき水処理装置 
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海苔鮮度保持（酸素UFB） 
 

海苔原藻の鮮度保持が可能 
海苔の品質維持に貢献 
 
 
 
 

海苔すき水処理（オゾンUFB）  
 

水道水のリサイクルで経費大幅削減 
無薬品処理で安全 
海苔の品質維持に貢献 

水産分野 事例（酸素・オゾンUFB） 
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22 九州経済産業局資料より引用 



今後の取り組み 

農業分野 

藻類培養                      

水産分野 

鮮魚鮮度保持 

医療分野 

医療器具洗浄 

環境分野 

汚染土壌浄化 

製造分野 

ナノテク関連製品製造 

洗浄分野       

薬剤との相乗効果によ

る洗浄効率アップ 
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ご清聴ありがとうございました 
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ご相談などお待ちしています 


